
3JA

だより
おおがた

MARCH
2012 No.464

特集

災
害
多
発
時
代
を
生
き
残
る
に
は
？ 

４
面

２
面 

フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
（
女
性
部
座
談
会
ほ
か
）

６
面 

営
農
だ
よ
り
・
女
性
部
活
動
だ
よ
り

７
面 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
理
事
会
報
告

８
面 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
・
食
の
は
な
し
（
長
ネ
ギ
）

今
月
号
の
主
な
内
容

JA大潟村JA大潟村



PhotoNewsースフォトニュ

　

花
き
栽
培
部
会
Ｏ
．
Ｆ
．
Ｓ
（
大
潟
村
フ

ラ
ワ
ー
グ
ロ
ー
イ
ン
グ
セ
ク
シ
ョ
ン
）
は
２

月
10
～
12
日
、
村
教
育
委
員
会
と
と
も
に

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
作
品
展
「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ

ウ
ェ
ー
ブ
２
０
１
２
」
を
開
催
。
会
場
の
大

潟
村
干
拓
博
物
館
に
は
、
会
員
が
育
て
た
46

品
種
三
千
本
の
切
り
花
を
は
じ
め
、
村
内
作

家
に
よ
る
生
け
花
や
押
し
花
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
、そ
の
魅
力
を
広
く
紹
介
し
ま
し
た
。

　
「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
」
は
、
東
北
一
の
栽

培
数
を
誇
る
大
潟
村
産
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
愛

称
で
、
少
量
多
品
種
栽
培
が
特
徴
。
こ
の
作

品
展
は
、
大
潟
村
産
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
認
知

度
向
上
と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
２
０
０
４

年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
展
示
の
ほ

か
、
品
種
の
人
気
投
票
や
栽
培
ハ
ウ
ス
見
学

ツ
ア
ー
を
実
施
し
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。
会
場
内
に
は
秋
田
県

美
術
工
芸
短
期
大
学
の
学
生
に
よ
る
記
念
撮

影
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
、
来
場
者
の
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
・
12
日
に
は
「
道
の
駅
お
お
が

た
」で
産
直
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
切
り
花
や
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

多
彩
な
品
種
と
作
品
で
魅
力
紹
介

「
ポ
ル
ダ
ー
リ
ッ
プ
ウ
ェ
ー
ブ
」

女
性
た
ち
と
の
連
携
を
確
認

Ｊ
Ａ
と
女
性
部
と
の
座
談
会

　

Ｊ
Ａ
と
女
性
部
は
２
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
会

館
和
室
を
会
場
に
座
談
会
を
開
き
、
小
林

肇
組
合
長
と
生
活
課
職
員
が
女
性
た
ち
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
座
談
会
は
、
女
性
の
意
見
を
Ｊ
Ａ

事
業
に
活
か
し
て
い
く
た
め
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
開
会
に
際
し
組
合
長
が
Ｊ

Ａ
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
つ
い
て
説

明
。
抱
え
る
課
題
と
展
望
を
述
べ
、
さ
ら

な
る
連
携
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後

の
意
見
交
換
で
は
、接
客
や
駐
車
場
事
情
、

自
販
機
の
実
績
、
加
工
セ
ン
タ
ー
活
用
法

な
ど
、
女
性
部
ら
し
く
日
ご
ろ
利
用
す
る

頻
度
の
高
い
生
活
課
に
つ
い
て
の
意
見
を

は
じ
め
と
し
、
女
性
理
事
、
湖
東
病
院
存

続
、
原
発
関
連
、
禁
煙
・
石
鹸
運
動
な
ど
、

実
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
に
大
き
く
寄

与
す
る
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

専
門
家
と
一
緒
に
疑
問
解
消

年
金
個
別
相
談
会

　

金
融
課
で
は
２
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
会
館
小

会
議
室
を
会
場
に
、
年
金
の
受
給
を
間
近

に
控
え
た
方
や
現
在
受
給
中
の
方
を
対
象

と
し
た
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
複
雑
で
面
倒
な
イ

メ
ー
ジ
の
あ
る
年
金
に
つ
い
て
の
疑
問
や

不
安
を
解
消
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
夏
と

冬
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
２

人
の
社
会
保
険
労
務
士
が
対
応
。
一
人
ひ

と
り
の
事
情
に
合
わ
せ
た
個
別
相
談
方
式

に
、
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
わ
か
り
や

す
か
っ
た
」「
疑
問
を
す
べ
て
相
談
で
き

た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
変

化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
年
金
へ
の
不
安

や
疑
問
を
抱
え
る
方
も
多
く
、
年
金
手
帳

や
証
書
な
ど
を
手
に
、
納
得
の
い
く
ま
で

質
問
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

部員21名が参加し、日ごろの思いを声にした

年金の不安や疑問は一人ひとり違います

珍しい品種がズラリ並んだ
切り花展示
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多彩なチューリップ作品にうっとり押し花体験。素敵なポストカード完成！生け花体験で真剣な表情の子どもたち
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創
立
30
周
年
を
迎
え
た
若
妻
部
（
会
）

は
２
月
24
日
、
23
年
度
の
総
会
終
了
後
に

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
で
祝
賀
会
を

開
催
。
部
員
や
歴
代
役
員
な
ど
54
名
が
参

加
し
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

若
妻
部
の
創
立
は
昭
和
57
年
。
婦
人

部
（
現
在
の
女
性
部
）
の
専
門
部
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
組
織
が
独
立
し
発
足
し
た
も
の

で
、
創
立
以
来
、
交
流
と
学
習
の
機
会
を

多
く
設
け
仲
間
づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し

た
。　

　

小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
部
員
に
配
慮

し
、
和
室
で
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
で
行

わ
れ
た
祝
賀
会
。
参
加
者
は
食
事
や
ゲ
ー

ム
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

※
総
会
の
模
様
は
４
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

若
妻
部
創
立
30
周
年

祝
賀
会
で
節
目
祝
う

　

女
性
部
の
組
織
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
２

月
28
日
、
西
２
丁
目
児
童
館
を
会
場
に
今

年
度
３
回
目
の
「
地
域
の
茶
の
間
」
を
開

き
ま
し
た
。

　
「
ゆ
ず
り
葉
」
は
、
Ｊ
Ａ
の
ヘ
ル
パ
ー

養
成
事
業
で
資
格
を
取
得
し
た
人
を
中
心

と
し
た
組
織
。
こ
の
催
し
は
地
域
の
お
年

寄
り
に
楽
し
く
自
由
に
過
ご
せ
る
場
を
提

供
し
よ
う
と
年
３
回
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
、
血
圧
測
定
に
始
ま
り
、

保
健
運
動
指
導
士
・
児
玉
美
幸
氏
に
よ
る

お
話
、
村
の
成
り
立
ち
を
描
い
た
「
新
生

の
大
地
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
を
実
施
。
疲
れ

た
ら
横
に
な
っ
た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
と

自
由
に
過
ご
し
て
も
良
く
、
参
加
者
は
自

分
の
ペ
ー
ス
で
冬
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

24
年
度
の
概
要
を
説
明

新
製
品
や
話
題
の
品
ズ
ラ
リ

戸
別
所
得
補
償
制
度
説

自
動
車
・
農
機
展
示
会

　

大
潟
村
地
域
農
業
再
生
協
議
会
（
村
・

Ｊ
Ａ
・
カ
ン
ト
リ
ー
公
社
）
は
２
月
16
日
、

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟
を
会
場
に
、

平
成
24
年
度
の
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
係

る
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
２
月
20
～
29
日
の
生

産
調
整
参
加
受
付
を
前
に
行
わ
れ
た
も
の

で
、
東
北
農
政
局
職
員
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
迎
え
、
村
担
当
職
員
が
24
年
度
の
内
容

を
説
明
。
面
積
配
分
や
産
地
資
金
な
ど
に

変
更
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
昨
年
並
み
と

の
内
容
に
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
行
わ
れ
た

補
助
金
関
係
の
説
明
に
つ
い
て
は
、「
も
っ

と
詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し
い
」「
予
定
す

る
事
業
が
あ
る
が
対
象
と
な
る
か
」な
ど
、

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

整
備
課
は
２
月
16
・
17
日
に
自
動
車
と

農
機
の
展
示
会
を
開
催
し
、
春
の
需
要
期

を
前
に
多
く
の
農
家
が
会
場
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

整
備
工
場
前
で
実
施
し
た
自
動
車
展
示

は
、
農
家
の
必
需
品
で
あ
る
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
は
じ
め
、
話
題
の
「
１
０
０
％
電
気
自

動
車
」
や
各
種
エ
コ
カ
ー
が
ズ
ラ
リ
。
試

乗
車
も
あ
り
、
来
場
者
の
関
心
を
集
め
て

い
ま
し
た
。
販
売
倉
庫
で
実
施
し
た
農
機

展
示
は
、
各
メ
ー
カ
ー
自
慢
の
製
品
が
所

狭
し
と
並
び
、
担
当
者
の
説
明
を
聞
く
農

家
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

集
い
の
場
で
一
日
を
ゆ
っ
た
り

ゆ
ず
り
葉
「
地
域
の
茶
の
間
」

説明に聞き入る参加者

　 ↑メーカーによる商品説明（農機会場）
今話題の電気自動車も（自動車会場）→

余興で行われた「スリッパリレー」を楽しむ部員

児玉美幸氏のお話を聞く参加者

JＡだより3
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営農　 だより

※このコーナーは 隔月で掲載致します。

「ポルダーリップウェーブ2012」チューリップ人気投票結果発表！
　２月11 ～ 13日に、花き栽培部会Ｏ.Ｆ.Ｓ（大潟村フラワーグローイングセクション）と教育委
員会の主催で行われたチューリップ展示会「ポルダーリップウェーブ2012」。今回の営農だより
では、会場内で行った「チューリップ人気投票」の結果についてお知らせいたします。
※得票数は、３位まで選んでいただいた総合計が多い順となっています。紹介文は展示会場に掲示してあったものを掲載しました。

ユリ咲き品種に人気の集中した昨年に比べ、今年はさまざまな花型がまんべんなく人気を集めました。定番品種か
ら新品種まで多彩な顔ぶれです。
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★各委員会からの報告

●ＪＡ全国女性大会（１月24・25日）
　第57回ＪＡ全国女性大会が東京都・日本教育会館で
行われました。女性部の活動事例の発表があり、高知
県では消費者との交流を深める活動、岐阜県ではＪＡ
役員と語る会を開いているなど。
　全国では女性理事が833人になっているそうです。
秋田県内でも女性理事がいないのはＪＡ大潟村とＪＡ
うごだけだそうです。各地区では女性理事を増やすた
めに、女性大学等の学習会を催し、女性のレベルアッ
プを図っているとのことでした。	 （三村敏子記）

●ふるさと祭り（２月５日）
　ホテルサンルーラル大潟を会場に行われた「ふるさ
と祭り」に参加しました。毎年、うどんと甘酒をふるまっ
ておりますが、去年お客様からから「米粉うどんです
か？」と聞かれたのをきっかけに、村の食材である米
粉うどんに決定。ただし予算上甘酒はカットしました。
　当日は天候にも恵まれ、お店は10時に開店して１時
間ほどですべて終了。無料なので早々の店じまいでし

た。手伝ってくれた班長さん方と昼食を囲んで、総会
に向けての要望などを話し合い、今年度最後の楽しい
集いが終わりました。	 （芹田妙子記）

●村長との懇談会（２月14日）
　女性部（婦人会）３名、若妻部（会）５名、青年部１名、
青年会１名の参加で、村長との懇談会が開かれました。
村長のお話に続き、参加者からは日頃思っている意見
や要望などが出され、それに対して答えていただきま
した。とてもよい話し合いの時間でした。次回の開催
時には、皆さんもぜひご参加ください。（伊藤百合子記）

●大潟土地改良区役員報酬審議委員会（２月16日）
　24年度の役員報酬について委員７名で話し合いまし
た。今回の協議は「理事会、各委員会等の内部関係の
費用弁償廃止に伴う費用弁償分を勘案する」でした。
役員報酬を上げるとか下げるとかいうことではなくて、
国からの指導により、費用弁償を廃止するようにとい
うことで、費用弁償は廃止して費用弁償分が報酬に入
ることになりました。	 （三村敏子記）

各委員会からの報告事項などについてお知らせいたします。
女性部「活動

だよ
り」

第332号

➡

➡

第１位「マリリン」328票
花色：赤と白
花型：ユリ咲き
白地に赤のストライ
プと「マリリン・モ
ンロー」のようなボ
リューム感が魅力で
す。そのスタイルには、
男性のみならず女性も
目がくぎづけ。

第２位「バレリーナ」325票
花色：オレンジ
花型：ユリ咲き
チューリップには珍し
い「香り」と、スレン
ダーな容姿から大ブー
ムを巻き起こしまし
た。その人気は今でも
変わりません。

第３位
「ピンクパンサー」

239票

花色：ピンク
花型：パーロット咲き
有名な「ピンクのヒョ
ウ」と名前が同じで、
別名「ダイヤモンド
パーロット」とも言わ
れている品種です。ど
ちらの名前も宝石を思
わせます。

第４位「アンジェリケ」203票
花色：ピンクと白
花型：八重咲き
咲いた時のピンクの色
彩とボリューム感は、
つぼみの姿とは一変し
ます。「好きなチュー
リップ」のアンケート
では人気上位の常連で
す。

第５位「カプリ」198票
花色：赤
花型：一重咲き
鮮やかな赤色が特徴
で、日本では「最も
チューリップらしい
チューリップ」とも言
われています。花持ち
の良さからも、花屋さ
んに人気です。
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　めでたく創立30周年を迎えた若妻

部。その記念祝賀会にお邪魔しました

が、部員の皆さんや歴代役員の皆さ

んと一緒に楽しいひと時を過ごすうち、ふと思い出した

ことがあります。それは、10年前の「創立20周年記念」

の時も私が取材に伺ったということです。広報担当に

なって間もない頃。華やかな場に恐縮していた自分の姿

を鮮明に思い出すと同時に、10年が経ったという事実

に、驚きと感動を隠せませんでした。

　子育て真っ只中の若妻世代には、この先10年はもっ

と短く感じられるに違いありません。私もちょうど（？）

彼女たちと同世代。早く過ぎる時間の中、どれほどのこ

とができるのか。若妻部のさらなる発展を願うとともに、

自分の10年後を思わずにはいられませんでした。	（mi）

編集後記

理事会報告

❶めでたく30周年を迎えた若妻部。祝賀会はカジュア
ルな雰囲気で行われました（記事３面に掲載）。
❷チューリップ作品展の会場に設置された記念撮影コー
ナーは美術工芸短大の学生によるもの（記事２面に掲載）。
❸西２丁目児童館での「地域の茶の間」。冬の一日を楽
しく過ごしました（記事３面に掲載）。

今月の表紙（写真上から）

貯　金 … 230億8,029万円
貸出金 … 107億5,692万円
出資金 … 8億7,705万円

ＪＡ大潟村の概況　24年２月末現在
正組合員数 …… 1,172名
准組合員数 …… 0,031名

報告事項
・業務報告（１月末事業実績等）
・農家経営改善対策委員会報告
・コンプライアンス委員会報告
・平成23年度第３四半期における「相談・苦
情等対応」の定期報告について
・平成23年度第３四半期における「自主検査
報告書」の点検結果等について
・平成23年度第３四半期における連続職場離
脱に関する実施状況等について
・平成23年度第３四半期「全般統制・不祥事
未然防止行動計画」の評価結果等について
・平成23年度「個人情報保護に関する自主検
査チェックリスト」の結果報告並びに「個人
情報保護に関する自主検査報告書」について
・自主検査要領の一部改正について

・自主検査実施計画書の一部改正について
・自主検査実施報告書・チェックリストの全面改正について
・個人情報保護に関する自主検査要領の一部改正について
・個人情報保護に関する自主検査チェックリストの廃止について
・個人情報保護に関する内部監査細則の一部改正について
・個人情報保護に関する内部監査チェックリストの廃止について
・職務権限表の一部改正について
・貸付金利率表の一部改正について
・秋田県中央会における無通告実査報告
・秋田県常例検査における検査指摘事項に対する改善状況等の報告

議　案
第77号　平成24年度内部監査計画について
第78号　譲渡契約書について
第79号　購買事業利用高に対する還元について
第80号　座談会の開催について
第81号　貸付金について

協議事項
平成24年度事業計画（案）について

２月27日開催

あぐりプラザ「携帯クーポン」のご案内 「米粉で作ったケーキ」の
販売について　ＪＡ大潟村のホームページをご覧の皆様に、「あぐりプラザポイン

トカード」のポイントがお得にたまる「携帯用クーポン」を発行し
ております。携帯電話からホームページに掲載のバーコードにアク
セスいただき、表示された画面をレジにてご提示いただくと、通常
の２～３倍のポイントを加算させていただきます。このクーポンは
毎月１～３回発行していますが、発行日は不定期ですので随時ホー
ムページのチェックをお願いします。お得なポイントクーポンを是
非ご利用ください。
※クーポンに示された期日のみご利用できます。
※表示されたクーポンを “画面メモ” などに保
存してご利用ください。
※お会計の際にレジ係へクーポンをご提示くだ
さい。

　ＪＡ大潟村ではこのたび、「大潟村産の米粉で
作ったケーキ」を商品化し、３月２日よりあぐり
プラザにて販売しております。大潟村加工センター
において、小麦粉・膨張
剤・防腐剤を一切使わず
に作りました。ご家族の
団らんのお供に、お土産
に、ぜひご利用ください
ますようお願い申し上げ
ます。なお、価格は１個
480円（税込）です。

お問い合わせは生活課（45−2214）まで。　　　　　　　 お問い合わせは生活課（45−2214）まで。

※２月号に誤りがありました。「23年11月末現在」は、正しくは「24年１月
末現在」です。ここに訂正してお詫び申し上げます。

バーコード見本

見 本
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〒010－0443 秋田県南秋田郡大潟村字中央1－5　TEL 0185－45－2211㈹　FAX 0185－45－2273
インターネットアドレス http://www.ja-ogata.or.jp/
発行／大潟村農業協同組合　 印刷：㈱八郎潟印刷

JAだより おおがた

　動物が大好きな香蓮。最近
上手になったあんよでいなく
なったと思えば、窓越しに愛
犬となにやらお喋り！ナデナ
デしてはいい笑顔（＾＾）春
になったら一緒にお散歩に出
かけようね♪
　元気いっぱい大きくな～
れっ！

　生まれてくるまでずっと男
の子だと思っていたら、女の
子だったので、家族みんなで
大喜び‼ やること、なすこ
とは男の子みたいだけど、我
が家の大切な“姫”です。お
兄さんたちと仲良く、大きく
なってね。

　いろんなことに興味がでて
きて、得意のハイハイでどこ
へでも行くよ。あまり暴走す
ると怪我をするので安全運転
でお願いね。
　これからも家族みんなで悠
真の成長を見守ってくからね。

　みんなの人気者ゆうと♥
ボール遊びが大好き 日中

はソリでお散歩しているよ

お友達募集中 見かけたら

声をかけてね

鈴木　香
か

蓮
れん

ちゃん

佐藤　苺
いち

杷
は

ちゃん

寺田　悠
ゆう

真
ま

ちゃん

渡部　佑
ゆう

隼
と

ちゃん

このコーナーに掲載希望の方はご連絡お待ちしております。TEL  45−2211　広報担当
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  子どもたち
 ！ 

　ツンとした香りと辛味がアクセントのネギ。
緑の部分を食べる葉ネギに対して、白い部分を
食べるものを長ネギといい、白ネギ、根深ネギ
とも呼ばれています。古くから、関西では葉ネ
ギ、関東では長ネギが好まれてきました。一年
中出回りますが、寒さが厳しくなると、甘味が
増し、柔らかくなります。
　切ったときに、ツンとする成分はアリシンで、
ニンニクやタマネギと共通のもの。この成分は
ビタミンＢ１の吸収を助け、疲労回復や消化・
食欲増進、免疫活性、抗菌などの働きをする他、
血行を良くし、体を温める作用があるので、風
邪予防に効果的です。
　選ぶときは、白くつややかで、葉との境がはっ
きりしているものが良品。保存の際は、泥付き
なら泥を落とさず、袋のままか新聞紙に包んで
冷暗所に。立てておくとより長持ちします。洗っ
てあるものは、適当な長さに切ってポリ袋に入
れ、野菜室に入れます。小口切りしたものやみ
じん切りしたものは冷凍できます。凍ったまま
加熱調理に使います。

■材料（２人分）
生タラ２切れ（200g）・ネギ１本（100g）・カブ２個（200g）・Ａ（水
200ml・スープのもと小さじ1/2）・Ｂ（ホワイトソース1/2缶（約
150g）・白みそ大さじ１強（20g）・酒大さじ１）・粉チーズ大さじ２

■作り方（１人分250kcal）
⑴　タラは半分に切ります。ネギは４～５cm長さの斜め切りにしま

す。カブは茎を少し残して、４～６つ割りにし、皮をむきます。
⑵　鍋にＡ、ネギ、カブを入れ、沸騰したらふたをして、中火で約

５分煮ます。タラを入れてあくを取ります。ふたを取り、落とし
ぶたをして約５分、汁気がほと
んどなくなるまで煮ます。 

⑶　Ｂは合わせておきます。
⑷　⑵をグラタン皿に入れ、⑶を

掛けます。粉チーズを掛けて、
オーブントースターで約10分、
おいしそうな焼き色が付くまで
焼きます。

●古くからの「薬用野菜」
長 ネ ギ 食の

はなし
食の
はなし

Recipe タラとネギの
グラタン

撮影：大井一範


